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【研究の背景と目的】

新しい超高周波電磁波（携帯周波数の約千倍） さび状態新 超高周波電磁波（携帯周波数 約千倍）
＝テラヘルツ波（光と電波の中間周波数帯）
•独自の小型・コンパクト半導体光源を適用
（室温動作の光源＆検出器⇒高い実用性）

状態
の把握

•高い透過性＝電波と類似した性質
•高い空間分解能＆直進性＝レーザー光と類似

以下 分解能
空隙に融雪剤溶液浸潤

～ｍｍ以下の分解能
•放射線と異なり人体に安全⇒高い安全性

内部
金属構造物

FSの結果を基盤として
金属構造物

•コンクリート中の金属構造物欠陥検査

•対象 コンクリート等構造物躯体

さび層

の結果を基盤として

•対象
コンクリート中の鉄構造物さび状態把握
コンクリート中の空隙に浸潤した融雪剤溶
液の検知（グラウト充填不足に起因する）

コンクリ ト等構造物躯体

本研究検査対象の概念図
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液の検知（グラウト充填不足に起因する）
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【研究内容】
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【研究内容】

新たな超高周波電磁波を用いた道路建造物欠陥診断の研究開発

走査型検査装置プローブ走査型検査装置

設計・作製（外注）

光源・検出器が移動・走査する
テラヘルツ・プローブ部

実際の橋梁構造物さび状態を調査

本年度検査対象

半導体光源

検出器
測定対象

•厚さ～1ｍｍ超程度のさび状態把握
さびのテラヘルツ透過能把握
コンクリート中でも透過能測定

検出器
測定対象
（さび、空洞+水）移動機構

特許公開2009-145312コンクリート中
鉄構造物さび状態把握コンクリ ト中でも透過能測定

さびの程度（さびの密度・さび
層の厚さ）の検査
コンクリート中でも検査可能

半年程度海水につかり さびた鉄板を加工し、半分の領域のさびを除去
（フライス加工）。これをコンクリートに埋設し、テラヘルツ波反射強度を測
定した。さび部からの反射強度が減少。

黒：

鉄構造物さび状態把握

ンクリ ト中でも検査可能
実用的な反射配置で検査が可能

•グラウト充填不足による空洞に浸潤
さびのない部分

さび部分

境界
び

コ
ン
ク
リ
ー
ト

黒：
反射強度大

3

する融雪剤（KCl）溶液の存在検知 テラヘルツ波イメージング像
さび部 さび除去部



【研究進捗状況と見通し】
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コンクリート中の鉄さび進行度（さび濃
度）による透過率の変化

コンクリート中の鉄さびの進行度（さび
厚さ）による反射透過強度変化

【進捗状況概要】

反射法でもさびの進行度）による透過率の変化
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板状さびをコンクリートに埋設してテラヘルツ透過強度を測定。
さびの進行（さび濃度）が進むにつれて、透過強度が減少する。
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コンクリート中に埋設

SUS板上酸化鉄75wt%ペレットALC補修セメント埋め込み
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さびが進行して、さび
の主成分（酸化第二
鉄）が増えると透過強
度が減少する。

反射法でもさびの進行
度が分かる。
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⇒さびの進行度が分か
る。

融雪剤（塩化カリウム）水溶液のテラ
ヘルツ反射強度の濃度依存性 コンクリート中の空洞に浸潤した融雪

剤（塩化カリウム）水溶液の検出
  B

塩化カリウム水溶液からのテラヘルツ波の反射強
度、濃度依存性。水溶液濃度が高くなるほど、反射
強度が増加し、透過しにくくなる。

鉄板
ポリエチレンラップ KCl溶液（２０ｗｔ％）
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典型的な融雪剤
濃度~20wt%

厚さ3mm鉄板

空洞
6mm

ポリエチレンラップ、KCl溶液（２０ｗｔ％）

テラヘルツ波

THzイメ ジング

KCL水溶
液界面

塩化カリウム水溶液を充填した状態

融雪剤（塩化カリウム）濃度
が増えると、反射が単調に
増える＝透過が減少する

⇒濃度が非接触で測定で
きる。

グラウト充
填不足等で
発生する空
洞に融雪剤
溶液が浸潤
する事が検
知出来る

【見通しと課題】
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THzイメージング
塩化カリウム水溶液が無い状態

塩化カリウム水溶液
が充填している部分

塩化カリウム水溶液
が無い部分

塩化カリウム水溶液を充填した状態きる。
知出来る。

コンクリ ト中で鉄構造物さびの程度や融雪剤浸潤を定性的には検査
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コンクリート中で鉄構造物さびの程度や融雪剤浸潤を定性的には検査
出来る事が分かった。今後、定量性について検討する必要がある。


